
AI Agentに必要な最後のピースとは？
〜 AGIに必要なもの 〜

2025.6.11

（株）テッキーズポッド

戌亥稔



本日のトピック

 自己紹介（何故AIを始めたか？）

 AIモデルのアーキテクチャ

 AI Agentとは

✓ AlphaEvolve、OpenAI Codex/Google Jules

✓ MCP（Model Context Protocol）

 Samurai-Cloud（セキュリティ）



私とAI

 1992年フロリダ工科大学コンピュータサイエンスの修士取得

✓ 修士論文：The Recognition of Imperfect Strings Generated by Fuzzy Context Sensitive 
Grammars

✓ Publications：Inui, M. and Shoaff, W. and Fausett, L. and Schneider, M., "The Recognition 
of Imperfect Strings Generated by Fuzzy Context Sensitive Grammars", International 
Journal of Fuzzy Sets and Systems, vol. 62 (1), pages 21-29, 1994.

 「あいまい文脈依存文法によって生成された不完全な文字列の認識」（Gemini 2.0 
Flashによる翻訳）

 2016年に画像認識のCNNのモデルを独学して2019年の新人研修にてAIの基礎を新人
教育に加える

 新経済連でABEJAという会社のCTOに「AIを知りたければ2012年のHinton博士の論
文を読め！」と言われた

 九州熱中屋で餃子の焼き方AI判定をプロトタイプとして作成

 2023年量子コンピュータと量子AIについて調査を始める

 2024年5月から本格的に生成AIの勉強を始める（キッカケはLLaMA）



脳の２つのモード？

2+3=?、2×3=?

17×24=？

✓(20-3)×24=20×24-24×3=480-72=408

ファースト＆スロー



System1=Fast/System2=Slow

 2002年にノーベル経済学賞を受賞した認知心理学者である
ダニエル・カーネマン

 System1（直感的・素早い推論）=DNN（深層学習）

 System2（論理的・じっくり考える）=Thinking（強化学習を
使う場合が多い）

 システム１が困難に遭遇すると、システム２が応援に駆り
出され、問題解決に役立つ緻密で的確な処理を行う。シス
テム２が動員されるのは、システム１では答を出せないよ
うな問題が発生したときである。



AIの歴史的イベント
2012

A
le

x
n
e
t:Im

a
g
e
n
e
t C

la
s
sifica

tio
n
 w

ith
 

D
e
e
p
 C

o
n
v
o
lu

tio
n
a
l N

e
u
ra

l N
e
tw

o
rk

 

2016

A
lp

h
a
G

O
:当

時
の
囲
碁
の
世
界
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
を

4
勝

1
敗
で
破
る
。

2017

ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
マ
モ
デ
ル
：

A
tte

n
tio

n
 is a

ll y
o
u
 

n
e
e
d

A
le

x
K
rizh

e
v
sk

iy, Ily
a
 S

u
z
k
e
v
e
r, G

e
o
ffre

y
 H

in
to

n

2
0
1
5
年
末

 O
p
e
n
A

Iが
N

o
n
 P

ro
fitの

会
社
と
し
て
設
立

(S
a
k
a
n
a
.a

iの
創
業
者

L
lio

n
 Jo

n
e
s含

む
8
名

)

2025

A
I A

g
e
n
t/M

C
P
（

M
o
d
e
l C

o
n
te

x
t P

ro
to

c
o
l）

2024

S
a
k
a
n
a
.a

i A
I S

c
ie

n
tist

2024.12

T
ita

n
s（

長
期
メ
モ
リ
に
関
す
る
論
文
）

2025.5

G
o
o
g
le

 A
lp

h
a
E
v
o
lv

e
/S

a
k
a
n
a
.a

i D
G

M



2012年

AlexNet(2012)

 ImageNetでの大きなジャンプアップ

AlexNetの開発者
CNNに隠れ層、GPUの計算

GoogleでAI開発

2019年にチューリ
ング賞、2024年に
ノーベル物理学賞

を受賞

AlphaGOの開発
OpenAIの共同創始者

https://papers.nips.cc/paper_files/paper/2012/file/c399862d3b9d6b76c8436e924a68c45b-Paper.pdf
https://papers.nips.cc/paper_files/paper/2012/file/c399862d3b9d6b76c8436e924a68c45b-Paper.pdf

https://papers.nips.cc/paper_files/paper/2012/file/c399862d3b9d6b76c8436e924a68c45b-Paper.pdf
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2016年
STEMモデルのブレイクスルー
Reinforcement Learning（強化学習, Thinking）

 2016 年に行われた AlphaGo と李世ドル九段との対局は
AlphaGoが4勝1敗で勝利

 第 2 局で、AlphaGo が打った37番手は当時のプロ棋士の常
識（定石）にはなかった

 囲碁の世界ではモンテカルロ木探索（Brute Force/総当たり
方式）で次の一手を推論するのは難しいというのが常識で
もあった

 AlphaGo はポリシーネットワークと価値ネットワークを強
化学習で訓練し、モンテカルロ木探索と組み合わせて大規
模な組合せ探索空間から確率的に高いもの

現在のReasoning（STEM）モデルではRLを使う

組合せ探索空間

が10170



System1=Fast/System2=Slow

 2002年にノーベル経済学賞を受賞した認知心理学者である
ダニエル・カーネマン

 System1（直感的・素早い推論）=LLM（深層学習）

 System2（論理的・じっくり考える）=Thinking（強化学習を
使う場合が多い）

 システム１が困難に遭遇すると、システム２が応援に駆り
出され、問題解決に役立つ緻密で的確な処理を行う。シス
テム２が動員されるのは、システム１では答を出せないよ
うな問題が発生したときである。



AIの歴史的イベント
2012

A
le

x
n
e
t:Im

a
g
e
n
e
t C

la
s
sifica

tio
n
 w

ith
 

D
e
e
p
 C

o
n
v
o
lu

tio
n
a
l N

e
u
ra

l N
e
tw

o
rk

 

2016

A
lp

h
a
G

O
:当

時
の
囲
碁
の
世
界
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
を

4
勝

1
敗
で
破
る
。

2017

ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
マ
モ
デ
ル
：

A
tte

n
tio

n
 is a

ll y
o
u
 

n
e
e
d

A
le

x
K
rizh

e
v
sk

iy, Ily
a
 S

u
z
k
e
v
e
r, G

e
o
ffre

y
 H

in
to

n

2
0
1
5
年
末

 O
p
e
n
A

Iが
N

o
n
 P

ro
fitの

会
社
と
し
て
設
立

(S
a
k
a
n
a
.a

iの
創
業
者

L
lio

n
 Jo

n
e
s含

む
8
名

)

2025

A
I A

g
e
n
t/M

C
P
（

M
o
d
e
l C

o
n
te

x
t P

ro
to

c
o
l）

2024

S
a
k
a
n
a
.a

i A
I S

c
ie

n
tist

2024.12

T
ita

n
s（

長
期
メ
モ
リ
に
関
す
る
論
文
）

2025.5

G
o
o
g
le

 A
lp

h
a
E
v
o
lv

e
/S

a
k
a
n
a
.a

i D
G

M



2017年
トランスフォーマモデル

"Attention Is All You Need" is a groundbreaking research paper published in 2017 

that revolutionized the field of natural language processing (NLP)

生成AIのモデルにおいて、パラメータ数はAttentionの計算量と
密接に関係しています。パラメータ数を増やすことで表現能力
を向上させることができますが、計算量や過学習のリスクも考

慮する必要があります。

Transformer（生成AI）：文章などを生成する

Attentionとは：注視する語句の重要性
と関連性をベクトル化するモデル

Sakana.aiの
創業者

“Context Window”=人間でいう「ショートメモリ」

https://youtu.be/6tcjwdanedU?si=Ms4qpi2TBCWDccja
京大博士のAI解説

https://youtu.be/6tcjwdanedU?si=Ms4qpi2TBCWDccja


“Attention”

 先週、山口と広島に行きました。

 この文章を英語にしてください。

"Last week, I went to Hiroshima with my 

friend, Yamaguchi." 

山口が友達であることを理解している場合

"Last week, I went to Yamaguchi 

and Hiroshima."

山口が県名であると解釈した場合

私の友達の山口とは、中学生から
よく遊んでいたんですよね。

…

「先週、山口と広島に行きまし
た。」
この文章を英語にしてください。

Context Window



Context Windowの役割
例：３時間の会議の議事録

 今日の会議の議題は

✓ 今月の収益予測

✓ 重要案件のリストアップ

✓ ….ほにゃらら！

…

 まとめ

✓ 収益は5000万円です

✓ 案件は ABC社、XYZ社です

いつの収益？今年度？今月？

会社名の意味は？

３時間分のコンテキストウィンドウ

今月の収益予測は5000万です

重要案件は ABC社、XYZ社

Context Windowが小さいとハルシネーションが発生する



 Waymoの事例

自動運転車へのDNN、Thinking、
Attention機構の応用



モデルまとめ（ドラフト）

アプリケーションレイヤー
Chatbot（GPT5, Gemini2.5, Anthropic3.7, LLaMA4）

LLM
STEM推論モデル

（Reasoning/Thinking）

AI Code

科学の発見(STEM)

Deep 

Research

AI Search

Computer 

Operation
Alpha Fold3

Alpha Proteo
Alpha Chip

Taitans, Transfomer2

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

Agent

MCP、その他のデータ連携ツール、ワークフロー

API

Search Index

…
Salesforce



基本的にはパラメータの修正を伴う

次世代AIの学習方法と分類

事前学習

Pre-Training

事後学習

Post-Training

ICL

In Context Learning

◆ 一般的にはスケール
則で学習

◆ 大規模な教師あり
データセットを使う
のが一般的

◆ 学習期間１, 2ヶ月
◆ 幅広い知識の学習
◆ データ品質が重要
◆ パラメータは多い
◆ Knowledge Cutoff迄
の情報

蒸留

Distillation

◆ 教師モデルの出力を
生徒モデルの入力と
して学習

◆ モデルの軽量化
◆ 知識の効率的な転移
◆ 教師モデルのノイズ
の平準化と生徒モデ
ルの個性の活用

◆ 教師あり（SFT）
◆ 専門知識の学習

◆ Instruction Tuning

◆ Few shot Fine-Tuning
◆ 言語の学習

Fine-Tuning
◆ 推論時の学習
◆ 一般的にはコンテキ
ストウィンドウを
使って推論をする
（中長期メモリ）

強化学習

強化学習

◆ 報酬システム

◆ 報酬システム

人間で言うと小・中・高の学習方法 学士〜修士課程の学習 Phd.やOn the Job Training
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AI Agentとは

DeepResearch

NotebookLM（Google）

AI Agent for SWE（Software Engineering）

 AlphaEvolve（アルゴリズムを改善する）

System1=DNN（直感的・素早い推論）

System2=Thinking（論理的・じっくり考える）

AgentとはAI以外のシステムと連携しつつ人間
と協力して長期タスク（業務）をこなす

自動化ソフトウェアである



DeepResearch

Chatbot
入力画面

「Vibe Codingとはなんですか？」

Deep 

Research
入力画面

Research Agent

「こういう調査方法で調べま

すがよろしいですか？」

プロンプトエン
ジニアリング

Deep 

Research
入力画面

「Vibe CodingをAgile開発やNo 

Codeの観点で調査をしてレポー
トを作成してください」

AI Searchを使って
参考文献を検索

文章化をするAI



DeepResearch
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アルゴリズム改善や発見をするエージェント
（進化的アルゴリズム）

 Google AlphaEvolve（AI Agent）

✓ 56年間破られなかった4×4行列の乗算アルゴリズムを新しく
刷新した（49回の計算→48回）

 データセンターオーケストレーションシステムの刷新

 Gemini学習における行列演算の新アルゴリズムの発見

 FlashAttentionカーネル実装の高速化（32.5%）

 数学やコンピュータサイエンス問題の新しい発見

AI Agentにも自律的に改善を繰り返し、改善
や新しい発見をするものも存在する



DGM（ダーウィン・ゲーデル・マシン）



AI Agentの例

 UI:チャットやアプリ

 AIが一連の流れを取りまとめる

 様々なシステムと連携するツール

Chat

来週、XX会社の〇〇さん
に△△の件でアポ取って

ください。

① SlackでAgentにアポの依頼をする

② CRMからアポを取る相手を探す

③ スケジュールを確認し、メールの下書きをする

④ メールの下書きとアポをとる相手の確認をSlack
に返信する

⑤ 営業からOKが出たら、メールを自動で流す

⑥ 相手からの返事を待って確定する

AI Agent for Sales Assistant
様々なシステムと連携するツール

API＆セキュリティ

CRM

- Anthropic MCP（Model Context Protocol

- Bindit（ユニリタ）

- Zapier



Host 
（MCP対応アプリ）

同一サーバ

MCPアーキテクチャ図

Client 1 
(コネクショ
ン管理)

MCP Server 1
(データソース/ツール)

Client 2
(コネクショ
ン管理)

… MCP Server 2
(データソース/ツール)

…

独自DB

MCP独自プロトコル
双方向通信JSON-RPC over Stdio/SSE

（ClientとServerが同一サーバの場合はstdioを使う）

SSE or https

stdio

SaaSAPI

config

<json>

config

<json>

例: Claude, ChatGpt, Gemini, cursor

これまでの連携ミドルウェアと違いLLMがト
リガーとなって様々なシステムと連携をする

来週、XX会社の〇〇さん
に△△の件でアポ取って

ください。



GithubをMCPで連携する



MacOS

Gitbub+MCP（このPCでの環境）

Cursor Editor

Github 

Client

チャット
アプリ

config

<json>

Docker Container

Github MCP Server
(例：Github Issue管理)

% docker ps | grep mcp
3717debd86fc  mcp/github              "node dist/index.js"  44 minutes ago  Up 44 
minutes                    sleepy_lehmann

Github

Techies-T/MCP-test

1.issue1
2.issue2

…

MCP(Model Context Protocol)

「Techies-T/MCP-
test」リポジトリの
未解決の Issue をリ
スト表示してくださ

い。

セキュリティ（腕章）



Gemini+MCP

 Agentic Systemsを作るときに利用する

 ツールをモジュール化、再利用可能,、発見可能にする

 複数の外部リソースを使える

  複数のツールの連携を可能にしてスケールする

Google I/O 2025でGenAIのsdkに
MCPの機能を追加したと発表



モデルまとめ（ドラフト）

アプリケーションレイヤー
Chat（GPT5, Gemini2.5, Anthropic3.7, LLaMA4）

LLM
STEM推論モデル

（Reasoning/Thinking）

AI Code

科学の発見(STEM)

Deep 

Research

AI Search

Computer 

Operation
Alpha Fold3

Alpha Proteo
Alpha Chip

Taitans, Transfomer2

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

Agent

MCP、その他のデータ連携ツール、ワークフロー

API

Search Index

…
Salesforce



生成AIの今後

 基本モデルの進化

✓ Thinking（STEM/Reasoning）モデルの進化

✓推論時の計算アルゴリズムの開発（AIモデルを使って半
導体チップの設計やアルゴリズムの効率化）

✓ On device AI（Humanoid, AI Asistant）

 生成AIにまつわるセキュリティ

✓ AIを悪用する人からのセキュリティ（Slopsquatting）

✓ AIの実行環境のセキュリティ（MCPのセキュリティ）



WGでの今後の焦点
AIの発展でセキュリティはどう変わるべきか？

 AIを悪用する人からの攻撃を排除するセキュリティ

✓ Computer Operation（Computer Use） Agent

✓ GoogleのProject Astera（倫理問題）

✓ AI AgentのCertification/証明書

✓ Slopsquatting（AIが自動生成するパッケージ名称を予測して攻撃）

 生成AIの実行環境とセキュリティ

✓ MCPでアクセスするサイトのセキュリティ（API Key, OAuth2.0）

✓ アラインメント/ガードレール

✓ プロンプトインジェクション

✓ APIセキュリティ

✓ モデルのJailBreak

✓ AI Agent又はAIが開発したプログラムの脆弱性チェック

ツールやサービス
（エージェント/エー
ジェントレス）

ツールとガイドライン



これはもはや、未来の物語ではない。

AIは日々、この瞬間も、自らを進化させている。

その驚異的な加速は、AI自身の力によるものなのだ。

To be Continue… 

Minoru Inui, Founder & CEO Techiespod



添付資料



AI Agent for SWE（SoftWare 

Engineering）

ソフトウェアの開発の自動化

例：Devin

ソフトウェアの開発を自動化するための課題

✓ Context Length（window）

✓永続化メモリ

✓ Slopsquatting等の脆弱性対策

✓エディタのProject Ruleなどの利用

✓ MCPやbinditの様なツール



LLaMA 4

 ３つのモデルを発表

 MoE（Mixture of Experts）アーキテクチャ

 LLaMA 4 Behemoth, Maverick, Scout

✓ Behemoth 2T (288B Active), 16Experts

✓ Maverick  400B(17B Active), 128 Experts

✓ Scout 109B (17B Active), 16 Experts、10M Context Window

 Behemothはトレーニング中（モンスタモデル/蒸留の教
師）

 Resoningモデルは別途リリースすると発表



LLaMAがContext Lengthを拡大した理由

AI Agent for SWEの為

Codingタスクを全てのモジュールに拡大

  MetaConでMSのCEOと開発のプロセスに関
して対談



AIの攻撃手段の例

 Prompt Injection

 Slopsquatting（Typosquattingの応用）

✓悪意のある攻撃者がAIの手抜きを悪用する

 Computer Use（AIの画像認識機能を使ってRPA）
✓ We're bringing Project Mariner's computer use capabilities into the Gemini 

API and Vertex AI. Companies like Automation Anywhere, UiPath, Browserbase, 

Autotab, The Interaction Company and Cartwheel are exploring its potential, and 

we're excited to roll it out more broadly for developers to experiment with this 

summer. By Google I/O 2025

https://deepmind.google/technologies/project-mariner/
https://ai.google.dev/
https://ai.google.dev/
https://console.cloud.google.com/freetrial?redirectPath=/vertex-ai/studio


Vibe Codingの広がりと脅威

 Vibe Codingとは、AIの柔軟性を活用して自然言語を使って
プログラミングをする方法

 Vibe Codingには根強い支持者たちがいる

 一方で、プログラミング言語についてよく知らない人たち
がコーディングを行うことをターゲットとした悪意ある人
たちがこれにつけいる攻撃を行う



Slopsquatting

 AIは利用者の要求に対して忠実に答えるために様々なイレ
ギュラーなことをすることが知られている。これはハルシ
ネーションの一種として考えられている。

 例えば「XXのプログラムを作って」という要求に対して、
よく使われるオフィシャルなパッケージを利用せずに、AI
が「手抜き」パッケージを作成してレポジトリに登録をし
利用するケースがある

 攻撃者はタイプミス（Typosquatting）を推測し、予測可能
なパッケージ名称を使いAIの手抜きを悪用する。

 これをSlopsquattingと呼ばれている。



Slopsquattingの事例

具体的な事例として、「huggingface-cli」のケースが挙げられ
る。この事例では、LLMがこのパッケージ名をハルシネー
ションによって生成した。

ある研究者がこのハルシネーションされた名前で空のパッ
ケージをアップロードしたところ、3ヶ月で3万回以上ダウン
ロードされたという。

この事例は、Slopsquattingの現実的な脅威と、開発者がいかに
容易に罠にはまるかを示している。
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